
  

 
 

令 和 ８ 年 １ 月 2 8 日 

北陸信越運輸局観光部 

金    沢    市 

（一社）金沢市観光協会 

 

金沢観光データ分析システム（K-TA）における参画施設を募集中 

～データドリブンな観光地経営へ向けて～ 

 

観光業界ではインバウンド需要の高まりとともに、感覚的な判断から「データ」に基づ

く意思決定への転換が求められています。持続可能な観光地域づくりの実現に向けて、観

光データの活用は不可欠な要素です。 

北陸信越運輸局では、金沢市で構築中の観光データ分析システム「K-TA」に基づく観光

地経営を支援しております。 

金沢市内の宿泊施設の皆様におかれましては、是非ご参画についてご検討をお願いしま

す。 

 

■金沢観光データ分析システム（K－TA）の特徴 

①金沢の宿泊施設で既に活用されているデータ分析システム 

・令和６年 10 月より本格稼働 

・約 30 施設が参画（拡大中） 

・金沢市と金沢市観光協会が運営 

 

②行政主導の統計ではなく、現場の経営判断に直結するデータ基盤 

観光に関する指標をわかりやすく可視化し、把握することが可能です。 

【指標の例】 

・客室稼働率 

・平均客室単価 

・３ヶ月先の需要見込み など 

 

■北陸信越運輸局の取り組み 

  当局では、本取組をデータに基づく観光地経営のテストケースとして、本年度の「金

沢市における観光データ分析システムに基づく観光地経営の高度化及び効率化に向けた

実証事業」として支援しています。 

 

 
【お問い合わせ先】 

北陸信越運輸局観光部観光地域振興課 

 担当：森田、梅村、山川 

TEL：025-285-9181 

Mail:hrt-hrt-kankou★gxb.mlit.go.jp 

※メール返信の際は「★」を「＠」に変更してください。 

資料１ 



金沢観光データ分析システム

「K-TA（ケータ）」
参画施設募集中!

金沢を、データで共に経営する。
～データドリブンな観光地経営への転換～

宿泊経営は、勘に頼る時代ではありません。
稼働率、単価、需要の波を、金沢全体で、同じデータとして捉える。

これからの観光は「個人戦」ではなく「団体戦」。
街全体でデータを共有することが、金沢観光の未来をつくります。
ご相談は大歓迎です。どうぞお気軽にお問い合わせください。

【お問い合わせ】 作成年月：2026年1月
TEL：076-232-5555    E-mail：kankoukyoukai@k-ta.jp一般社団法人金沢市観光協会

利用無料
コスト（費用・時間）を

最小限に、経営に活用できる
情報が得られます

スピード 信頼性 広がり
3か月先の需要を
見通し、次の一手を
素早く判断できる

勘に頼らず、
共通のデータを
基にした
経営が可能

金沢全体で
一体感をもった
取組が可能

みんなで使うから、意味があります！

①K-TAは金沢の宿泊施設で既に
活用されているデータ分析システム
・令和6年10月より本格稼働
・約30施設が参画（拡大中）
・金沢市と金沢市観光協会が運営

・客室稼働率の推移
・平均客室単価
・3か月先の需要見込み　など

以下の指標を分かりやすく可視化し、
「金沢全体×自施設」で把握することが可能。

②K-TAは行政主導の統計ではなく、
現場の経営判断に直結するデータ基盤

K-TAの表示画面


